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雨風に耐えて鍛えて幸せの花を育てん 
ＣＲＳを合言葉に額中第２期黄金時代を築きましょう 

 

 
 
 

私立高校専修学校一般入試 ２月２日（火）～４日（木） 
２月２日（火）、３日（水）、４日（木）は、私立高校専修

学校一般入試のため、受験生は各学校のテストを受けに出
かけました。それ以外の３年生は、午前中、学習をしまし
た。給食をカットしているので、食堂の３年生のテーブル
は、空席になっていました。やはり、３年生がいないと学校
全体に活気がありません。 

２月１日（月）１年生代表者に賞状と縦を 

CRSの授業を再開するために、ｺの字型のアクリル板を購入しました 

 愛知県に緊急事態宣言が発出され、１月１４日（木）から２月７日（日）まで、CRS の授業を中止し
なければならない状況になりました。１月２７日まで「学校体験活動」をしていた卒業生の S さんが、
「CRSの授業は効果的です」と話していました。やはり CRSの授業をすると、生徒が主体的、対話的で
深い学びになる可能性が高いので、何とか CRSの授業を実施しようと願い、コの字型で机の横にかける
ことができるアクリル板を購入しました。１月２９日から、各学年で CRSの授業を再開しました。 

小集団で自分の考えを気軽に発言できるムードができるので、授業が活気に満ちてきました。 

生徒会主催の「挨拶運動」と「無言給食」「無言清掃」 

 

 生徒会が、中学校生活の締めくくりをしっかりと行いたいという思いから、「挨拶運動」に主体的に取
り組んでいます。挨拶の３原則（相手より先に、大きな声で相手を振り向かせるように、目を見て笑顔で）
を意識して頑張っています。生徒会役員の主体的活動により、挨拶への意識が高まってきました。また、
新型コロナ対策として「給食の時間にマスクを外したら無言で食べよう」と呼びかけています。もっと学
校をきれいにしようという気持ちから、無言清掃を推進しています。２月に入り、３年生は３月３日(水)

の第４９回卒業証書授与式まで残り１６日、寮宿泊は５泊となりました。（２月５日現在） 

 

 

特選（愛知県緑化推進委員会会長賞）：岡崎市額田みどりの少年団 

 令和２年度愛知県みどりの少年団交歓会書類審査の結果が届きまし
た。額田中学校が、愛知県緑化推進委員会より実質１位に相当する特
選（愛知県緑化推進委員会会長賞）を受賞しました。本来なら表彰式
に参加するはずですが、新型コロナ対策で、表彰式は実施せず、賞状
と盾が送られてきました。そこで、令和３年２月１日の月曜集会で、
１年生代表者に表彰状と盾を手渡しました。令和３年度全国活動発表
大会への推薦が予定されているそうです。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の「敬信寮」はもっと自慢できる寮になる予感  
   黙々と床磨きに取り組む寮生１・２年生に感謝と感動 １月２６日（火）２７日（水） 

 １月２７日（水）、１５：４５、だれが一番に食堂に来るのか、楽しみに待
っていました。すると、１年生の U くん、S くんが、手洗い場でスポンジを
水でぬらし、昨日の続きの場所を黙々と活動し始めました。その後に来た寮生
も、手際よく自分から進んで床磨きに取り組みました。何をやるべきか、明確
になっているので、本当に一生懸命に取り組みました。感動と感謝しかありま
せん。寮生活を見直して、自分で自分から進んで活動してくれることを期待し
ています。 
 １月２８日（木）、給食の時間に、「１・２年生の寮生が、２日間にわたって
食堂の床磨きを真剣に行ってくれました。そのおかげで、とても床がきれいに
なりました。ありがとうございます」と３年生に伝えました。 
 きれいになった食堂出入口が少し汚れていました。その原因は、食堂に入る
前に手洗いをして、その水が床に落ち、やや汚れたスリッパで歩くからだと思
いました。そこで、すぐに H 教頭先生にお願いして、食堂出入口前に汚れ落
とし用のマットを購入しました。１月２９日（金）、H教頭先生、Y教頭先生
が、マット２枚を敷きました。これ以降、少しは汚れないようになると思いま
す。せっかくきれいにしたので、汚さない対策をしました。 

 １月２６日（火）、帰りの会終了後の１５：５０～１６：３０の４０分間、寮生１・２年生３１名
は、汚れた食堂の床をスポンジでふき取る作業に真剣に取り組みました。この日は、３年生寮生は、
１月２７日（水）の私立高校専修学校推薦入試受験のため、帰省しました。寮生にとって食堂は、朝
食、給食、夕食と３食利用する場所です。衛生面の管理と同時に、心を磨く活動として食堂の床磨き
を行いました。４０分間、シーンと静まりかえり、床を磨く音しか聞こえませんでした。この姿に感
動すると共に、寮生の心意気に感謝しました。作業の終わりに、「ありがとうございました。とても
きれいになりました。まだ中途半端な人はいますか」と聞くと、ほとんどの寮生が「まだやり足りな
い。」と反応しました。「どうする」と尋ねると「もっときれいになるまでやりたい」と答えてくれま
した。１月２７日（水）は、「帰りの会後、食堂に来たらすぐに、１５：５０～１６：１５の２５分
間、今日の続きをやりましょう」と激励しました。明日の食堂の床磨きが楽しみになりました。 
 
 


